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海外労働事情

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
は
一
二
月
四

日
～
七
日
の
日
程
で
、
第
一
五
回
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
会
議
を
京
都
で
開
催
し
た
。
こ
の

会
議
が
日
本
で
開
催
さ
れ
る
の
は
一
九
六
八

年
以
来
四
三
年
ぶ
り
。
こ
こ
数
十
年
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
恩
恵

を
受
け
、
力
強
い
経
済
発
展
を
果
た
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
貧
困
層
の
拡
大
な
ど
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
及
ぼ
す
負
の
影
響
も
一
方
で

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国

も
、
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
っ
た
当
時
の
状

況
と
、
格
差
が
拡
大
す
る
な
ど
二
極
化
の
傾

向
を
示
す
現
在
の
状
況
と
で
は
大
き
な
隔
た

り
が
あ
る
。
会
議
は
、
初
日
に
ホ
ス
ト
国
代

表
と
し
て
野
田
首
相
が
出
席
し
挨
拶
す
る
な

ど
日
本
側
政
府
も
強
い
関
心
を
示
す
な
か
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
伴
う
持
続
可
能

な
未
来
の
構
築
へ
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
た
。

１
．
二
〇
〇
六
年
会
議
を
振
り

返
っ
て

　

前
回
の
一
四
回
会
議
（
二
〇
〇
六
年
八
月
、

釜
山
）
で
は
、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
一
〇
年
（
二
〇
〇
六
―
二

〇
一
五
年
）」
が
設
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

①
仕
事
を
創
出
し
、
競
争
力
と
生
産
性
の
あ

る
持
続
可
能
な
企
業
の
促
進
、
②
若
年
雇
用

の
展
望
改
善
、
③
労
働
力
移
動
、
④
労
働
市

場
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、⑤
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
の
た
め
の
地
域
開
発
の
五
つ
の
目
標
が
定

め
ら
れ
た
。
こ
の
計
画
が
発
足
し
て
か
ら
五

年
が
経
過
し
て
い
る
。
今
回
会
議
で
は
、
釜

山
に
お
け
る
公
約
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
そ
の

進
展
状
況
が
確
認
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
八
月
以
降
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
の
加
盟
国
に
よ
っ
て
六
八
の
条
約
が
批

准
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ

中
核
的
条
約
の
批
准
状
況
は
他
地
域
と
比
較

す
る
と
依
然
と
し
て
低
い
。
移
民
労
働
者
に

関
し
て
は
、
労
働
者
の
中
で
最
も
脆
弱
な
立

場
の
ま
ま
で
あ
る
も
の
の
、
彼
ら
の
権
利
に

関
す
る
意
識
と
行
動
に
は
向
上
が
み
ら
れ
た
。

社
会
的
保
護
、
児
童
労
働
の
撲
滅
、
若
年
者

の
技
能
向
上
に
対
す
る
投
資
は
増
大
し
た
。

二
〇
〇
七
年
に
二
つ
だ
っ
た
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
国
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
（D

W
C
P
s

）

は
、
太
平
洋
地
域
の
六
つ
を
含
め
、
現
在
二

〇
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
中
で
あ
り
、
二
一

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
活
動
計
画
中
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
雇
用
政

策
、
職
業
訓
練
制
度
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー

の
能
力
強
化
、
労
働
安
全
衛
生
お
よ
び
児
童

労
働
の
撲
滅
な
ど
の
活
動
を
取
り
扱
っ
て
い

る
。

　

他
方
、
釜
山
会
議
以
降
の
五
年
間
に
、
こ

の
地
域
で
は
多
く
の
大
規
模
な
自
然
災
害
―

洪
水
、
地
震
、
津
波
、
サ
イ
ク
ロ
ン
、
台
風

―
が
お
き
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。

災
害
の
予
防
と
対
応
策
に
お
い
て
、
雇
用
・

社
会
政
策
が
も
っ
と
も
重
要
な
部
分
で
あ
る

こ
と
が
、
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
日
本
に
お

い
て
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
同
地
域
に
お
け

る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
協
力
の
中
で
そ
の
重
要
性
は
高

ま
っ
て
い
る
。

２
．
所
得
と
富
の
不
平
等
が
拡
大

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
、
世
界
で
も
っ
と

も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
域
で
あ
る
。
同
地
域

に
お
け
る
多
く
の
国
々
の
急
速
な
経
済
成
長

は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
家
計
収
入
を
増

大
さ
せ
、
数
億
人
に
の
ぼ
る
人
々
を
極
度
の

貧
困
か
ら
脱
却
さ
せ
た
。
し
か
し
、
急
激
な

成
長
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
数
の
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
と
巨
大
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
を
減

少
さ
せ
る
の
に
十
分
な
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
が
創
出
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い

の
が
現
状
。
一
世
代
の
う
ち
に
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
は
飛
躍
的
な
経
済
進
歩
を
遂
げ
た
。

同
地
域
は
、
国
際
的
な
市
場
で
の
競
争
が
も

た
ら
す
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
挑
戦
と
と
も
に
、

一
段
と
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
統
合
さ
れ
つ
つ

あ
る
。

　

世
界
規
模
の
経
済
と
雇
用
の
危
機
を
経
て
、

同
地
域
は
素
早
く
立
ち
直
っ
た
。
し
か
し
、

現
在
、
他
地
域
に
お
け
る
新
た
な
金
融
の
混

乱
が
、
同
地
域
の
経
済
的
・
社
会
的
発
展
を

再
び
脅
か
し
て
い
る
。
危
機
以
前
に
お
い
て

も
、
急
速
な
経
済
成
長
は
、
多
く
の
国
の
経

済
で
不
均
衡
な
広
が
り
を
見
せ
、
所
得
と
富

の
不
平
等
は
拡
大
し
た
。
何
億
人
も
の
人
々

が
最
下
層
の
貧
困
か
ら
脱
出
し
た
一
方
で
、

同
地
域
は
、
依
然
と
し
て
世
界
の
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
の
七
三
％
を
占
め
て
い
る
。
多
く
の

国
々
が
、
自
然
・
人
的
災
害
に
対
し
て
脆
弱

アジア太平洋地域における
ディーセント・ワークを伴う
持続可能な未来の構築

――第15回アジア太平洋地域会議　２０11年 1２ 月　京都
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な
ま
ま
だ
。
社
会
的
保
護
制
度
に
つ
い
て
は
、

最
近
、
進
展
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
大
多
数

の
人
々
に
効
果
的
に
適
用
さ
れ
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
地
域
が
極
め
て
多
様

性
に
富
ん
だ
地
域
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

相
互
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
将
来
に
と
っ
て

不
可
欠
で
あ
る
。

３
．
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の

創
出
に
向
け
て

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
世
界
で
最
も
人
口

が
多
く
、
労
働
力
も
急
速
に
増
大
し
て
い
る
。

必
要
な
こ
と
は
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

創
出
の
奨
励
に
よ
り
、
段
階
的
に
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
の
規
模
を
縮
小
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。
地
域
に
あ
る
巨
大
な
潜
在
的
生

産
力
を
拡
大
し
、
貧
困
を
撲
滅
す
る
た
め
に

活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

　

ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
平
等
、
特
に
仕

事
の
世
界
に
お
け
る
女
性
の
不
均
等
な
処
遇

は
、
依
然
と
し
て
現
代
社
会
の
主
要
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
社
会
的
・
経
済
的
恩
恵
を

獲
得
す
る
う
え
で
、
優
先
課
題
と
し
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

国
内
の
地
方
か
ら
都
市
部
へ
、
さ
ら
に
国

境
を
越
え
て
移
動
す
る
移
民
労
働
者
は
、
同

地
域
の
繁
栄
に
寄
与
し
て
い
る
が
、
搾
取
や

差
別
的
処
遇
に
お
い
て
も
っ
と
も
脆
弱
な
立

場
に
置
か
れ
て
い
る
。
同
地
域
に
は
、
家
事

労
働
に
従
事
す
る
最
多
数
の
労
働
者
が
存
在

し
て
い
る
。
彼
ら
が
社
会
の
経
済
的
な
機
能

に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

家
内
労
働
に
従
事
す
る
移
民
労
働
者
は
と
り

わ
け
劣
悪
な
労
働
条
件
と
人
権
の
侵
害
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
若
者
の
多
く
が
人
間
ら
し
い
生
活

に
不
可
欠
な
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
ま
た
他

方
で
、
同
地
域
の
数
千
万
人
も
の
学
校
に
通

う
べ
き
児
童
が
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

域
内
の
い
く
つ
か
の
国
々
は
、
人
口
の
高

齢
化
と
減
少
す
る
生
産
年
齢
人
口
の
問
題
に

直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
壊
れ
や
す
い
自
然

環
境
に
対
し
て
、
経
済
開
発
が
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
の
認
識
を
強
め
て
い
る
。
気
候
変

動
の
影
響
と
地
球
緑
化
に
地
域
全
体
で
取
り

組
む
努
力
に
は
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

へ
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
潜
在
的
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
が
、

労
働
者
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
経
済
お
よ

び
社
会
環
境
を
活
用
し
て
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
地
域
が
必
要
と
す

る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
機
会
が
創
出

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

４
．
社
会
対
話
は
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
実
現
の
重
要
な
手
段

　

ア
ラ
ブ
諸
国
に
お
け
る
最
近
の
動
き
は
、

社
会
的
排
除
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の

欠
如
、
基
本
的
権
利
の
否
定
が
も
た
ら
す
結

末
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
社
会
正
義
、
尊

厳
、
基
本
的
権
利
の
尊
重
、
経
済
的
排
除
に

終
止
符
を
打
つ
こ
と
へ
の
広
範
な
要
求
は
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
と
い

え
る
。

　

国
際
労
働
基
準
は
、国
と
市
民
が
社
会
的
・

経
済
的
・
政
治
的
に
、
よ
り
一
層
包
摂
的
に

な
る
こ
と
を
支
援
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

社
会
対
話
は
、
紛
争
を
解
決
す
る
の
み
な
ら

ず
、
持
続
可
能
な
企
業
の
育
成
、
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
機
会
の
拡
大
、
社
会
的
保

護
制
度
の
構
築
、
労
働
者
の
権
利
を
守
る
雇

用
環
境
の
整
備
を
前
進
さ
せ
る
う
え
で
重
要

な
手
段
と
な
る
。

　

社
会
的
対
話
と
労
使
協
力
は
、「
ア
ジ
ア
太

平
洋
に
お
け
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の

一
〇
年
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

合
言
葉
で
も
あ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
に
向
け
た
戦
略
的
目

標
に
基
づ
き
、
国
情
の
違
い
も
考
慮
し
た
具

体
的
か
つ
実
際
的
措
置
を
通
じ
て
、
地
域
横

断
的
に
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
国
別
計
画

の
実
行
を
加
速
さ
せ
、
さ
ら
に
中
核
的
労
働

基
準
の
批
准
と
実
施
の
促
進
も
強
化
し
て
い

く
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
論
は
、
二
〇
一
五
年
ま
で
の

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
の
一
〇
年
」
の
更
な
る
展
開
の
指
標

と
な
る
。

５
．
政
策
的
優
先
課
題

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
二
〇
〇
六
年
の
「
ア
ジ
ア
太

平
洋
に
お
け
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の

一
〇
年
」
を
基
礎
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
ま

で
の
期
間
に
向
け
た
以
下
の
政
策
的
優
先
課

題
を
掲
げ
た
。
そ
の
適
用
に
関
し
て
は
、
国

情
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、

基
本
的
に
こ
れ
は
同
地
域
の
多
様
な
国
々
が

共
有
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。

（
１
）
経
済
・
雇
用
お
よ
び
社
会
政
策

　

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
お
よ
び
完
全
雇

用
が
、
強
靭
か
つ
持
続
可
能
で
均
衡
の
と
れ

た
成
長
と
包
摂
的
な
開
発
に
向
け
た
政
策
の

中
心
に
据
え
ら
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

公
平
で
仕
事
を
豊
か
に
生
む
戦
略
を
促
進
す

る
た
め
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ョ

ブ
ズ
・
パ
ク
ト
に
基
づ
く
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
設
計
す
る
。
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の

機
会
の
増
加
、
所
得
向
上
、
生
活
・
労
働
条

件
の
改
善
の
基
礎
と
し
て
、
経
済
全
体
の
生

産
性
向
上
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
う
。

・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
基
準
を
基
礎
と
す
る
団
体
交
渉
お

よ
び
最
低
賃
金
制
度
の
発
展
の
促
進

・
貧
困
お
よ
び
所
得
と
富
に
お
け
る
広
範
な

不
平
等
の
低
減

・
各
国
の
実
情
に
応
じ
た
、
効
果
的
な
「
社

会
保
護
の
床
」
の
構
築

・
国
内
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
討
議
へ
の
政
労
使
参

加
の
促
進

・
関
連
す
る
国
際
機
関
お
よ
び
地
域
機
関
へ

の
支
援

（
２
）
持
続
可
能
な
雇
用
、
技
能
開
発

　

地
域
に
必
要
な
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

の
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、
持
続
可
能
な
企

業
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
改
善
す
る
。
労

働
お
よ
び
環
境
基
準
を
維
持
す
る
、
透
明
性

を
も
ち
、
周
知
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の

環
境
を
促
進
す
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
多
国
籍
企
業

お
よ
び
社
会
政
策
に
関
す
る
原
則
の
三
者
宣

言
の
活
用
を
促
進
し
、
次
の
よ
う
な
取
り
組

会場となった京都国際会館



Business Labor Trend 2012.2

46

海外労働事情

み
を
行
う
。

・
若
年
労
働
者
の
起
業
家
精
神
の
促
進

・
協
同
組
合
を
含
む
良
質
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

お
よ
び
社
会
的
経
済
の
促
進

・
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
に
合
致
す
る
農

村
お
よ
び
農
業
の
発
展
を
支
援

・
男
女
別
に
集
計
さ
れ
た
労
働
市
場
統
計
を

作
成
し
根
拠
に
基
づ
く
政
策
を
策
定

・
雇
用
サ
ー
ビ
ス
組
織
の
強
化

・
必
要
に
応
じ
て
雇
用
集
約
的
な
投
資
を
強

化・
若
年
層
の
持
続
可
能
な
雇
用
や
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
享
受
で
き
る
機
会
の
創
出

・
若
年
層
の
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
強

化・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
に
お
け
る
労
働
者

の
主
流
経
済
へ
の
統
合

・
グ
リ
ー
ン
ジ
ョ
ブ
の
促
進

・
労
働
安
全
衛
生
の
改
善

（
３
）
労
働
に
お
け
る
権
利
と
社
会
対
話

　

中
核
的
労
働
基
準
お
よ
び
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
関
す
る
条
約
批
准
を
促
進
し
、
履

行
す
る
努
力
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
紛
争
の

予
防
お
よ
び
解
決
の
た
め
の
社
会
対
話
の
制

度
お
よ
び
手
続
き
を
改
善
し
、
必
要
に
応
じ

て
構
築
す
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
う
。

・
社
会
対
話
お
よ
び
団
体
交
渉
に
係
る
労
使

団
体
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
。

・
社
会
対
話
を
十
分
に
活
用
し
、
低
炭
素
経

済
へ
の
移
行
に
伴
う
労
働
市
場
の
変
化
を
予

期
し
、
こ
れ
に
対
処
す
る
。

・
労
働
安
全
衛
生
、
最
低
賃
金
、
そ
の
他
の

労
働
条
件
を
含
む
法
律
の
履
行
を
確
実
に
す

る
た
め
に
必
要
な
労
働
監
督
を
強
化
。

・
募
集
・
採
用
慣
行
を
改
善
し
、
移
民
の
権

利
を
保
護
す
る
た
め
に
、
送
出
国
、
受
入
国

間
の
対
話
お
よ
び
二
国
間
協
定
を
含
む
労
働

移
動
に
関
す
る
技
術
支
援
お
よ
び
協
力
を
拡

大
す
る
。
ま
た
、
移
民
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の

文
書
な
ら
び
に
家
事
労
働
者
条
約
（
第
一
八

九
号
、
二
〇
一
一
年
）
お
よ
び
付
属
の
家
事

労
働
者
勧
告（
第
二
〇
一
号
、二
〇
一
一
年
）

を
促
進
す
る
。

・
障
害
を
持
つ
人
々
、
児
童
労
働
に
従
事
す

る
少
年
少
女
、
人
身
取
引
や
強
制
労
働
の
犠

牲
者
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
者
、
原
住
民
、

基
本
的
権
利
が
否
定
さ
れ
て
い
る
職
場
で
働

く
労
働
者
な
ど
、
脆
弱
な
労
働
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
処
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

（
４
）
Ｉ
Ｌ
Ｏ
活
動
の
展
開

　

二
〇
一
六
年
に
向
け
た
政
策
の
優
先
順
位

を
考
慮
し
、
作
業
計
画
を
見
直
す
。
完
全
か

つ
生
産
的
な
雇
用
と
、「
す
べ
て
の
人
に

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
」
を
促
進
す
る

た
め
に
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
の
全
面
的
な

関
与
の
も
と
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
や
ア
ジ
ア

太
平
洋
に
お
け
る
国
際
連
合
を
含
む
地
域
・

国
際
機
関
と
の
協
力
関
係
を
強
化
す
る
。

（
国
際
研
究
部
）


